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序文

財団法人千葉県文化財センターは，埋蔵文化財の調査研究，文化財保

護思想の緬養と普及などを主な目的として昭和49年に設立されて以来，

数多くの遺跡の発掘調査を実施し，その成果として多数の発掘報告書を

刊行してきました。

このたび，千葉県文化財センター調査報告第418集として，都市基盤

整備公団の柏市光ヶ丘団地建替に伴って実施した，柏市光ヶ丘遺跡の発

掘調査報告書を刊行する運びとなりました。

この調査では，尖頭器やナイフ形石器などの旧石器や平安時代の住居

跡などがみっかり， この地域の歴史を知る上で貴重な成果が得られてお

ります。この報告書が，学術資料として，また文化財の保護，普及の資

料として広く活用されることを願っております。

終わりに，調査に際し御指導，御協力をいただきました地元の方々を

初めとする関係の皆様や関係機関，また，発掘から整理まで御苦労をお

かけした調査補助員の皆様に心から感謝の意を表します。

平成13年9月28日

財団法人千葉県文化財センタ一

理事長清水新次



凡例

1 本書は，都市基盤整備公団による柏市光ヶ丘団地建替事業に伴う埋蔵文化財の発掘調査報告書(第2

次)である。

2 本書に収録した遺跡は，千葉県柏市光ヶ丘1768-5ほかに所在する光ヶ丘遺跡(遺跡コード217・016)

である。

3 発掘調査から報告書作成に至る業務は，都市基盤整備公団の委託を受け，財団法人千葉県文化財セン

ターが実施した。

4 発掘調査及び整理作業の担当者，実施期間は本文中に記載した。

5 本書の執筆は，副所長川島利道が行った。

6 発掘調査から報告書の刊行に至るまで，千葉県教育庁生涯学習部文化課，都市基盤整備公団千葉地域

支社，都市基盤整備公団光ヶ丘監督員事務所，柏市教育委員会の御指導，御協力を得た。

7 本書で使用した地形図は下記のとおりである。

第1図参謀本部陸軍測量図 1/20，000地形図我孫子宿，小金町

第7図国土地理院発行 1/25，000地形図流山 (N1・54-25・1・2)

松戸 (Nl-54・25・2・1)

8 図版lに使用した周辺地形航空写真は，京葉測量株式会社による昭和44年撮影のものを使用した。

9 本書で使用した図面の方位は，すべて座標北である。

10 挿図に使用したスクリーントーン及び記号の用例は，その都度示した。

11 本書で使用した遺構番号の一部については，調査時に付した番号を下記のように変更した。

調査時 報告書 調査時 報告書

(F区) 溝001 (A区) 溝003
004 008 

(E区) 溝001 (A区) 溝004

(D区) 溝001 005 (A区)土坑001 009 

(C区) 溝001 006 (C区) 溝002 010 

(A区) 溝001 (C区) 溝003 011 
007 

(A区) 溝002 (C区) 溝004 012 
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第1章はじめに

第1節調査の概要

1 調査の経緯と経過

都市基盤整備公団は，柏市光ヶ丘団地の建て替えを計画し，遺跡の取扱いについて千葉県教育委員会と

協議した。その結果，発掘による記録保存の措置を講ずることで協議が整い，まず西側部分について平成

8年度に千葉県文化財センターが発掘調査を実施した(第l次調査)。その後，東側も建て替えることに

なり，平成11年度に千葉県文化財センターが発掘調査を実施した(第2次調査)。

なお， 1次調査については，既に平成10年度に報告書が刊行されておりω，今回は第2次調査の報告書

である。

整理作業は，発掘が終了した翌年の平成12年度に遺物の水洗・注記から分類・復元・実測・挿図・図版

作成・原稿執筆まで実施し，平成13年度に報告書の印刷・刊行に至った。

なお，各年度の実施期間，担当者，作業内容は以下のとおりである。

平成11年度(発掘調査)

期 間平成11年8月2日~平成12年3月30日

西部調査事務所長及川淳一

担 当副所長川島利道

研究員織田良昭

作業内容上層確認調査 8，317nU 49，960 rrf 上層本調査 5，311rrf

下層確認調査 1， 788rrf/ 49，960 rrf 下層本調査 1，398rrf 

平成12年度(整理作業)

期 間平成12年4月3日-7月31日

平成12年10月2日~平成13年3月30日

西部調査事務所長及川淳一

担 当副所長岡田誠造，川島利道

上席研究員織田良昭

研究員中道俊一

作業内容遺物の水洗・注記，図面・写真等記録類の整理，遺物の分類・選別，復元実視IJ，

挿図・図面作成，原稿執筆
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2 調査の方法

調査は，建て替えの工区に基づきA区-J区(第3図)に調査区域を分けて，工事の工程に会わせて実

施した。なお，検出遺構や出土遺物の位置を記録するため，調査区全体に公共座標に基づ、き40mメッシュ

を組み大グリッドとした。大グリッドは西からA・B・C・・・，北から 1・2・3・・・と記号を付し，

それを組み合わせて1A， 2 B， 3 E等とした(第3図・第4図)。また，この大グリッドをさらに 4m

x4mの100個の小グリッドに分割し，西から東へ00・01・・・09，北から南へ00・10・・・ 90と記号を

付し，これらの大グリッドと小グリッドとを組み合わせて 1A -00， 2 B -90， 3 E -99等とした。

上層調査は， 2m幅のトレンチにより遺構・遺物の分布状況を確認した後，表土除去後本調査を実施し

た。下層調査は， 2mX2mのグリッドにより遺物の出土状況を確認の後，遺物の集中地点について本調

査を実施した。

その結果，上層から縄文時代の土坑1基，平安時代の竪穴住居跡1軒，中近世の道路状遺構2条，士坑

1基，溝状遺構9条，下層からは石器集中地点(ブロック)を4か所検出した(第4図)。遺物としては，

旧石器時代の尖頭器石器群，ナイフ形石器群，縄文土器，縄文時代の石器，平安時代の土製支脚，中近世

陶器，土器，板碑，宝僅印塔，銭貨等が出土した。

4 



A B C D E F G H 

---ト~l 

"* -ー守 lI166 

~;({OO'~: 
/ 

¥ ト} “ 
3;] ④ 

'1. 

' 
ト--.J ¥ 

第2むI4 

仁三 K L 

5 
ト--ト--ー卜7

又口 C 4iJレF、ト¥
I 

6 

ヘ¥ノ ¥べ λ 7 

ヘ¥
¥ 

¥ 8 005 

。(!?))，

~3ブロック M N 

9 

/ ¥ 
10 f ぐ¥¥ ¥ 
11 b 内iib¥ ¥ 

ド¥

保¥
、v

主/12 

/ 
降いt'-..o三V0ニ礼ー〈O1L184 

@旧石器遺物集中地点 13 
ì~ ¥ ゾ

合土層柱状図掲載地点

¥ S/ 14 

15 

16 

。(1/3000) 100m 

第4図遺構分布図

-5-



④ 

。
第5図光ヶ丘遺跡地形図

-6-



27m一ー

26m一ー

第 2節遺跡の位置と環境

1 遺跡周辺の地理的環境

12M45 

1 D66 

第6図土層柱状図

本遺跡周辺は，東京のベッドタウンになって久しい柏市の市街地の一部を形成しており，地形的には，

東側は手賀沼に注ぐ大津川の支流が北東へ、流れ，西側は江戸川へ注ぐ坂}11の支流が北西へ流れている。い

わば手賀沼・利根川水系と江戸川水系の分水界に位置し，小河川の源流部にあたり，そういう意味では内

陸的あるいは丘陵的な地形ということができる。なお，現在の行政区分においても，本遺跡付近が松戸市，

柏市，流山市の3市の境界となっていることは，川や山が境界になることと同様，分水界あるいは尾根状

の地形も境界になることを示していると考えられる。また，光ヶ丘団地造成前の測量図(第5図)(2) によ

れば，標高は26-28m程で，比較的起伏は少なかったことがわかる。

遺跡の土層については第6図に示したが，その概要を以下に説明する。

I層 黒褐色土層 表土腐食士層であるが，調査区のほとんどに団地造成時の撹乱がみられた。

E層 暗褐色土層 縄文時代以降の土層であるが，かなり撹乱がみられた。

E層黄褐色土層 ソフトローム層と呼ばれる立}11ローム層最上層で，一部に撹乱がみられた。

W層黄褐色土層 本来は立川ローム層最上部のハードローム層であるが，ソフト化が進み大半が

E層に取り込まれたため，クラック帯の上部に残存していることが多い。

-7-





第1表周辺遺跡一覧

番号!遺跡名 時 期 遺 構・遺 物 備 考

1 1光ヶ丘 |旧石器・縄文・平安・中近世 住居跡・道路跡・旧石器・縄文土器・陶器・ IH6.9.11 (本報告書)調査
石塔・銭貨

2 1笹原(1) 縄文(早・中)・弥生(後〕・古墳 住居跡・縄文土器・弥生土器・土師器・須 I856.58.63.H1調査
恵器

3 笹原 (ll) 縄文(早~中)・平安 地点員塚・住居跡・縄文土器

4 笹原 (ill) 縄文(前~後)・近世 地点員塚・野馬土手・縄文土器 859H5.7.8.10調査

5 弁天谷

6 清滝院前 縄文(前)・平安・近世 地点貝塚・炭窯・縄文土器・土師器

7 名都借塚 近世 塚 旧名都借第 I塚

8 名都借宮/脇 縄文(中) 住居跡・地点貝塚・縄文土器

9 名都借笹堀込 縄文(前・中)・平安 縄文土器・土師器 |旧名都借第 I

10 名都借城跡 中世 土塁

11 名都借並木 縄文(中)・平安・中世 縄文土器・土師器・陶器 |旧名都借第E
12 前ヶ崎貝塚 縄文(前~後) 地点員塚・縄文土器

13 前ヶ崎石神 縄文(中・後)・古墳(後) 縄文土器・土師器 旧前ヶ崎第 I

14 根木内台塚 近世 塚 一部削平

15 向小金2丁目第I 縄文(中・後) 住居跡・縄文土器 H2調査.旧向小金新田第E

16 前ヶ崎九反歩 縄文(前~後〕 縄文土器 860.61調査.旧向小金新田第I

17 向小金2丁目第E 縄文(中)・平安・近世 縄文土器・土師器・陶器 H3調旧向小金新田第v.消滅
18 庚申前 縄文(早・中)・中近世 住居跡・掘建柱建物跡・陥し穴・地下式坑・ 860H2調査

塚・縄文土器・陶器

19 根木内城跡 中近世 櫓台・土橋・土塁・空堀

20 根木内台貝塚 縄文・弥生 住居跡・縄文土器・弥生土器

21 大勝院 縄文(前)・弥生・古墳 縄文土器・弥生土器・土師器 841調査

22 光ヶ丘塚 近世 塚

231 rr^~ 叩跡 縄文円古墳(中後中世)住居跡炉穴空堀土塁墓坑献土 |H悶悶)
器・陶磁器・銭貨・人骨 862.H1調査(行人台城跡)

241根木内 |旧石器・縄文(前~後)・中近世 |住居跡・地点貝塚・掘建柱建物跡・空堀・ 861.H3.5.6調査
土塁・地下式坑・旧石器・縄文土器・陶磁
器・銭貨・人骨

25 辻(根木内ll) 縄文(後) 縄文土器

26 根木内北/台 縄文(前)・中近世 溝・井戸・土坑・縄文土器

27 宮の後(根木内) 縄文(中) 縄文土器 861調査

28 殿内 縄文(前~後) 縄文土器 消滅

29 東山塚 近世 塚

30 天王前 近世 塚 |消滅
31 天王前貝塚 縄文

32 谷ッ口 1(栗ヶ沢第1) 縄文(早・中・後) 縄文土器

33 谷ッ口II(栗ヶ沢第2) 縄文(早) 地点貝塚・縄文土器

34 水戸家御鷹場役所跡 近世 消滅

35 堀込 古墳 土師器

36 西ケ原 縄文(中) 縄文土器 |一部消滅

37 溜台 縄文 縄文土器

38 貝の花貝塚 縄文(前~晩) 住居跡・土坑・縄文土器・土偶・土版・耳 1839-41調査.消滅
飾・土器片錘

縄文土器 1863.H2調査

40 根切(員の花B) 縄文(中) 縄文士器

41 若柴(栗ヶ沢) 縄文(前~晩) 住居跡・土坑・地点貝塚・縄文土器・土器
片錘・骨角製品

421笹塚(栗ケ沢新田)

43 八ヶ崎(中堀込A) 縄文(早~後) 環状貝塚・住居跡・土坑・縄文土器・土偶・ 863.H3.5.6調査

土器片錘

44 大作 縄文 縄文土器

45 中堀込(中堀込B) 縄文(前~後) 縄文土器

46 登戸E 縄文(早・前・後) 住居跡・炉穴・縄文土器・政状耳飾 860調査

47 小塚前 縄文(中) 地点員塚・縄文土器

48 登戸 縄文(早~中) 縄文土器

49 大六天 縄文(前・中)・古墳 縄文土器・土師器 H4調査

50 落合 縄文(早・前) 縄文土器 消滅

51 ひばりが丘 消滅

52 北寄l 縄文(前) 縄文土器 消滅

53 南割古墳 古墳 消滅

54 南割 住居跡・炉穴・縄文土器・土師器・土玉 853.56調査

55 柏口 縄文(早・後〕・古墳(前・中)・近世

56 中山越古墳群 近世 |縄文土器 1853調査
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番号

56 
57 
58 

59 
60 

61 

62 

63 
64 

遺 跡 名 時 期 遺 構・遺 物 備 考

中山越古墳群 近世 縄文土器 853調査

平根 縄文(早・後) 一部消滅

新宿前 縄文土器 消滅

土中 縄文(早~後) 円墳I 853調査

五反割古墳 古墳 土師器 消滅

増尾木戸前 古墳 縄文土器・土師器

中台 縄文・平安 856調査

中台貝塚 縄文 縄文土器

小山 縄文(前)

V層 暗黄褐色土層 立川ローム層第1黒色帯であるが，ソフト化が進みE層に取り込まれていると

ころが多い。

羽層 黄褐色土層 姶良丹沢 (AT)火山灰を含み，火山ガラスと思われる白色粒子が多い。ソフ

ト化の進行しているところもある。

vn層 暗黄褐色土層 立川ローム層第2黒色帯の上部に相当し，黒みがあまり強くなし、o VI層から医

層への漸移層とも言える。

咽層黄褐色土層 立川ローム層第2黒色帯の上部と下部の間にある間層に相当するが確認できな

かっfこ。

医層 暗黄褐色土層 立川ローム層第2黒色帯の下部に相当し，赤色スコリアを含み，黒み，粘性と

も強い。 a-cに分層されることもあるが， ここでは分けられなかった。

X層黄褐色土層

E層黄褐色土層

立川ローム層最下部層と思われ，スコリアを少量含み明るし、。

武蔵野ローム層最上部層と思われ，やや暗く軟質である。

2 周辺遺跡(第7図，第1表)

本遺跡付近が地形的に分水界になっているためか，周辺に比べて遺跡の密度は希薄である(第7図)(九

時代順に概観すれば，旧石器時代では本遺跡のほか，松戸市の根木内遺跡で5ブロックが検出され， 165 

点の石器が出土している(吋也調査された遺跡はまだ少なし、。これに較べ，次の縄文時代になると遺跡数

が著しく増えて，貝塚を伴う遺跡、も多く，松戸市の貝の花貝塚(5)等著名な遺跡も存在する(第 1表)。と

ころが，次の弥生時代以降になると遺跡数が激減する。旧石器時代と弥生時代以降の遺跡数の少なさは，

どのようなことを意味しているのであろうか。

旧石器時代の遺跡については，地表面からは確認できないため，関東ローム層の中を 2m近く掘り進め

なくてはならないが，それには時間と費用が掛かるため， これまでは旧石器時代の本格的な調査が少なかっ

たことが理由と考えられる。今後調査が進展すれば，同じ石器時代の縄文時代と同様たくさんの石器集中

か所(ブロック)や石器群がみつかるものと思われる。

弥生時代以降の遺跡については，地形的に分水界に位置し，広い台地と貧弱な水量の小河川の存在から，

集落が成り立ちにくい状況を推測させる。しかし，本遺跡でも道路状遺構が検出されているが，奈良時代

以降の陸上の交通路としての道路状遺構は，かえって尾根状の場所につくられた可能性が考えられ，今後

はこうした遺構の検出例が増えるものと思われる。

-10-



注1 大内千年1998~柏市光ヶ丘遺跡 柏市光ヶ丘団地埋蔵文化財調査報告書 』財団法人千葉県文化財センター調

査報告第326集

2 中原幹彦1992~光ヶ丘塚群 1 号塚・ 2 号塚測量調査報告書』柏市教育委員会

3 財団法人千葉県文化財センター1997~千葉県埋蔵文化財分布地図(1) 東葛飾・印播地区(改訂版)一』財団法

人千葉県文化財センター調査報告第316集

4 峰村篤1997~根木内遺跡一第 4 地点発掘調査報告書」松戸市文化財調査報告第27集

5 八幡一郎他1973~貝の花貝塚』松戸市教育委員会
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第2章検出した遺構と遺物

第1節旧石器時代

旧石器時代の調査では，立)11ローム層において 5枚の文化層が確認された。最下部の第1文化層の検出

層位は四層である。下部の第2文化層の検出層位はv-羽層で，遺物集中地点を2か所含む(第lブロッ
ク，第2ブロック)。中位の第3文化層の検出層位はm-v層で，遺物集中地点を 1か所含む(第1ブ、ロッ

ク，第1喋群)。上部の第4文化層の検出層位はE層中部である。最上部の第5文化層の検出層位はE層

上部で，遺物集中地点を 1か所含む(第3ブロック)。

1 第 1文化層(遺物:第8図，図版10，第2-4表)

分布

中央やや南側に位置する J区においてvn層から 4点の石器が検出された。礁の伴出はなく，これを第1

文化層とする。

器種

石器の組成は，剥片が3点，砕片が1点である。

剥片

第8図の 1はチャートを用いた剥片2点と砕片1点の接合している状況である。 2は泥岩を用いた剥片

で，側縁には微細な剥離痕がみられる。 1• 2とも打面は平坦で，剥片の形状は幅広で厚みがある。打角

は800と100。である。

ロ
8-1c 

日
N
W
U

く三二三〉
8→la 

〈コ
。 (3/4) 5cm 

第8図第1文化層出土石器
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器 種

尖 頭 器

ナイフ形石器

スクレイノマー

磨 石

二次加工ある剥片

目。

事j

砕

石

石

総

器 総

磯

母 岩

チャート①

泥 岩 ① 

総 数

組成比(%) 

プロ y ク

プロック外

ブロック外

プロック外

4 I プロック外

片

片

片

核

数

数

第2表文化層と石器組成

第l文化層 第2文化層 第3文化層 第4文化層

第 第 第 プ
l 2 4 ロ
プ ブ 7 

.~ 

ロ ロ ロ
‘y ‘y ツ ク

ク ク ク 外

l 

2 

2 

3 20 11 5 1 

1 4 8 2 

2 l l l 

4 26 20 12 1 2 

46 13 

3 32 l 

3 33 

4 29 20 44 2 2 

49 46 

第3表第1文化層石器組成表

剥 片

2 

l 

3 

75.0 

登録番号

llJ -70-1 

llJ-80-1 

llJ -80-2-1 

llJ -80-2-2 

砕 片 総 数 組成比(%)

1 3 75 

1 25 

1 4 100 

25.0 100.0 

第4表第l文化層石器属性表

器種

剥片

剥片

剥片

砕片
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第5文化層

第
3 
ブ
ロ
!ノ

ク

3 

7 

2 

44 

15 

l 

72 

1 

73 

長X幅×厚(皿)

3.4 x 2.5 x 1.0 

(2.6) x (3.3) x (0.9) 
(1.2) x (2.8) x (0.7) 
0.9xO.7X0.4 

総 数

3 

1 

2 

2 

7 

2 

84 

30 

6 

137 

37 

174 



2 第 2文化層(遺構:第9・13図，図版7・8 遺物:第10-12・14図，図版10-12，第2・5-7

表)

分布

北側に位置するH区とF区で検出された2か所の石器集中地点を第2文化層とする。 H区から検出され

た石器集中地点を第1プロックとする。分布は東西は7.0mX南北は8.0mに及び，石器集中地点としては

規模がやや大きいほうである。検出層位はV層付近を中心とし， レベル的には40咽程の幅をもって検出さ

れた。若干の礁が伴出している。また， F区から検出された石器集中地点を第2プロックとする。分布は

東西は5.0mX南北は4.0mである。検出層位はv-羽層で， レベル的には60cm程の幅をもって検出された。
磯の伴出はない。

器種

石器の組成は，第1プロックは剥片が20点，砕片が4点，石核が2点，石器合計は26点である。その他

礁が3点検出されている。また，第2プロックは剥片が11点，砕片が8点，石核が1点，石器合計は20点

である。

剥片

第10図の3-6は安山岩，第12図の 1-6はチャートを用いているという石材に違いがあるが，いずれ

第5表第2文化層石器組成表

プロック 母 岩 剥 片 砕 片 石 核 総 数 組成比(%)

第 1プロック チャート① 9 3 l 13 50 

チャート② l 1 4 

チャー卜③ l 1 4 

チャート④ 1 1 4 

チャート⑤ 2 2 8 

チャート⑥ 1 1 4 

安山岩① 7 7 27 

計 20 4 2 26 100 

組成比(%) 77 15 8 100 

第 2プロック 黒晴石① 10 9 1 20 100 

計 10 9 1 20 100 

組成比(%) 50 45 5 100 

総 数 30 13 3 46 100 

組 成 比(%) 65 28 7 100 
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第6表第2文化層石器属性表

No プロック 主主録番号 器 種 石 材 挿図番号 長×幅×厚 (mm) 重量 (g) 打角 (0) 

l 第1プロック lプレー l 打面再生剥片 チャート⑤ 4.2 x 3.4 x 1.7 24.2 110 
2 第1プロ yク 1プレー2 剥片 チャート⑤ (1.8) XO.9x0.4 0.7 

3 第lプロック lプレー3 剥片 チャート① 3.0x 2.4 x 1.7 10.3 110 
4 第1ブロ yク lプレー5 剥片 チャート② 3.6 x 2.2 x 1.0 7.0 110 
5 第 lブロ yク 1プレー6 剥片 安山岩① 10・3a 1.6x3.7xO.7 3.1 110 
6 第lブロック 1プレー7 石核 チャー卜④ 3.0 x 2.4 x 2.4 12.6 
7 第lブロック 1プレー8 砕片 チャート⑥ 2.0 x 1.4 x 0.6 1.6 
8 第1ブロック 1プレー9 剥片 チャー卜① 12・2 2.6 x 3.4 x 1.1 8.6 
9 第lブロック lプレー10 剥片 安山岩① 10-1 2.7 x3.5 x 0.6 4.0 110 
10 第 lブロック lプレー11 剥片 チャート① 12-1 2.5 x 2.6 x 0.9 3.9 
11 第lプロック 1プレー12 剥l片 チャー卜① 12-4 4.3 x 1.8 x 1.3 6.9 
12 第1ブロック lプレー13 砕片 チャート① 0.9 x 1.2 x 0.3 0.2 

13 第 lプロック 1プレー14 剥片 チャート③ 3.6 x 4.1 x 2.2 25.5 
14 第lプロック 1プレー15 砕片 チャート① 1.6 x 0.9 x 0.2 0.4 
15 第 lプロック lプレー16 剥片 チャート① 2.7 x 2.1 x 1.1 5.0 95 
16 第1ブロック lプレー18 事l片 チャート① 12-3 4.5 x 2.7 x 1.5 21.5 
17 第1プロック lプレー19 剥片 チャート① 12-5 1.6x2.0xO目6 1.5 
18 第1プロック lプレー20 砕片 チャート① 0.6 x 0.5 x 0.2 0.1 
19 第lプロ yク 1プレー21 剥片 安山岩① 10-4 1.7x3.1 XO.7 3.1 110 
20 第1ブロック 1プレー22 剥片 安山岩① 10-5 1.1 x 1.7 x 0.4 0.6 

21 第lブロック 1プレー23 剥片 チャート① 12-6 2.0 x 1.0 x 0.6 1.4 
22 第1プロック 1プレー24 石核 チャート① 12-7 5.3 x 5.5 x 5.6 237.0 

23 第1ブロック 1プレー26 最11片 チャート① 3.2 x 4.6 x 1.7 20.2 95 
24 第1ブロック 1プレ 27 最11片 安山岩① 10-6 4.8 x 4.8 x 1.6 33.7 120 

25 第1プロ yク 1プレー29 剥片 安山岩① 10-3b 2.0 x 1.4 x 0.6 1.0 
26 第lプロ yク 1プレー30 剥片 安山岩① 2.1 x 1.1 x 0.8 1.2 
l 第2ブロ yク 4D-68-1 砕片 黒曜石① 1.0 x 0.8 x 0.3 。ー1
2 第2プロック 4D-68-2 砕片 黒曜石① 0.8 x 1.2 x 0.3 0.2 

3 第2プロック 4D-68-3 剥片 黒曜石① 14-4 1.4 x 2.3 x 1.1 3.0 
4 第2プロック 4D-68-4 剥片 黒曜石① (2.8) x 2.4 x 1.9 9.7 100 
5 第2ブロック 4D-69-1 剥片 黒曜石① 14-1 2.3 x (2.1) x 0.6 2.3 
6 第2プロック 4D-69-2 量的l片 黒曜石① (1.7) x (2.3) x 0.6 1.8 
7 第2プロック 4D-69-3 剥片 黒曜石① 3.1 x 1.7 x 2.0 6.5 65 
8 第2ブロ yク 4D-69-4 剥片 黒曜石① 2.4 x (2.3) XO.6 2.3 

9 第2プロ yク 4D-69-5 砕片 黒曜石① 1.4 x 1.8 x 0.6 0.9 
10 第2ブロ yク 4D-69-6 砕片 黒曜石① 1.4 x 1.3 x 0.6 。.6

11 第2プロック 4D-69-7 石核 黒曜石① 14-5 2.5 x 1.9 x 1.4 6.2 

12 第2プロ yク 4D-69-8 砕片 黒曜石① (0.4) x 1.2 xO.3 。ー1
13 第2プロ yク 4D-69-9 寺町l片 黒曜石① 14-2 (1.5) x 3.2 x 0.8 2.5 

14 第2ブロ yク 4D-69-10 剥片 黒曜石① 1.1 x 1.3 x 0.4 5.8 100 

15 第2ブロック 4D-69-11 砕片 黒曜石① 1.1 x 1.6 x 0.2 。.3

16 第2ブロック 4D-69-12 砕片 黒曜石① 0.6 x 0.4 x 0.2 0.1 

17 第2ブロック 4D-69-13 剥片 黒曜石① (1.8) x 1.9 x 0.7 1.8 
18 第2ブロ yク 4D-69-14 剥片 黒曜石① 14-3 1.9x2.5xO.7 2.9 100 

19 第2プロ yク 4D-69-15 砕片 黒曜石① (0.6) xO.5xO.2 0.1 

20 第2ブロ yク 4D-69-16 砕片 黒曜石① 0.9 XO.7 x 0.1 0.2 

第7表第2文化層磯属性表

登録番号 石 材 長×幅×厚 (mm) 重量 (g) I遺存状況」 ヒ ビ |黒色付着物

1プレ4 凝灰岩① 5.7 x4.4 x 1.5 47.4 

1プレ25 凝灰岩② 8.8x6.1 x3目1 254.0 

1プレ28 安山岩① 6.3 x 4.8 x 2.6 98.1 
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cこ〉 て二ア
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第12図第2文化層出土石器(3 ) 

3 

05 
ζ二二〉
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も喋面を打面とした剥片である。また，第10図の 1と第14図の 3はどちらも平坦な打面をもっ剥片で，幅

広である。

石核

第12図の 7はチャートを用いた石核である。打面には醸面が選ばれ，打面はある程度固定されていたも

のと思われる。また，第14図の5は黒曜石を用いた石核である。打面は平坦で，やはり打面はある程度固

定されていたものと思われる。

接合

第11図の 1は，チャートの接合資料で，石核1点と剥片6点が接合している。醸面を打面として剥離さ

れた剥片が大部分で，剥片の形状は一定してない。

石材

第2文化層で用いられている石器の石材は，母岩別に分類すると全部で8種類であるが(第5表)，第

1ブロックの大半はチャートで占められ，第2ブロックは全て黒曜石である。
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3 第3文化層(遺構:第15・16図，図版9 遺物:第17図，図版12・13・17，第2・8--11表)

分布

南東部に位置するB区で検出された石器集中地点とその他若干の遺物をもって第3文化層とする。なお，

B区で検出された石器集中地点を第4ブロックとする。検出層位はm--v層で， レベル的には60cm程の幅

をもって検出された。また，操群を lつ伴っており，これを第1磯群とする。

器種

石器の組成は，スクレイパーが2点，磨石が2点，剥片が5点，砕片が2点，石核が2点，石器合計は

13点である。

スクレイノfー

第17図の 1と3が珪質頁岩を用いたスクレイパーである。 1・3ともにノッチ状の刃部をもち， 1は他

の側縁にも微細な剥離痕がみられる。

磨石

図示していないが，シルト岩の磨石片が2点出土しており，接合する。表裏両面のほか側縁も磨滅して

し、fこ。

剥片

珪質頁岩の剥片は，調整打面から剥離しているようであるが，他の石材は明確ではない。

石核

17図の6はチャートの石核で，打面を転移して剥片を剥離していると思われる。

石材

第3文化層で用いられている石器の石材を母岩別に分類すると全部で4種類あるが(第8表)，主体は

珪質頁岩である。

喋群

第3文化層に伴う第1傑群の分布は，東西は6.0mX南北は5.0mである。検出層位はm--v層で，磯群

構成醸の総数は32点である。遺存状況は， 1/4以下が90%以上で，重量別にみると， 20 g以下が60%以上

第8表第3文化層石器組成表

母 岩 スクレイノマー 磨石 剥片 砕片 石核 総数 組成比(%)

珪質頁岩① 2 4 l 7 54 

チャー卜① 1 1 8 

安山岩① l 1 1 3 23 

シルト岩① 2 2 15 

総 数 2 2 5 2 2 13 100 

組成比(%) 15 15 38 15 15 100 
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第9表第3文化層石器属性表

No ブロック 登録番号 器 種 石 材 挿図番号 長×幅×厚(皿) 重量 (g) 打角 (0) 

1 第4プロック 12M-35・7 砕片 珪質頁岩① (0.8) x 0.4 XO.2 0.1 

2 第4プロック 12M -35-15 石核 安山岩① 17-4 6.0 X 3.8 X 2.6 80.7 

3 第4プロック 12M -35-19 事l片 建質頁岩① 1.6 X 2.2 X 2.9 0.7 130 

4 第4ブロ yク 12M -35-20 剥片 珪質頁岩① 1.1 X 2.1 X 0.3 0.6 

5 第4ブロック 12M -45-6 磨石 シルト岩① 3.1 X 2.2 X 2.1 14.8 

6 第4プロック 12M-45-8 磨石 シノレト岩① 3.5 X 2.4 X 2.0 15.4 

7 第4プロ yク 12M-45-9 剥片 安山岩① 17-2 5.9 X 4.0 X 1.9 37.9 

8 第4ブロック 12M -45-10 剥片 珪質頁岩① 0.8 X 1.3 X 0.2 0.2 

9 第4プロック 12M -45-11 スクレイノマー 珪質頁岩① 17-3a 2目2X 1.9x 1.0 2.7 

10 第4プロック 12M -45-12 剥片 珪質頁岩① 17-3b 2.2 X 3.0 X 1.0 5.1 

11 第4プロック 12M-45-13 スクレイノマー 珪質頁岩① 17-1 2.5 X 3.8 X 1.4 8.8 

12 第4プロック 12M -45-14 砕片 安山岩① 0.5 X 0.6 X 0.2 0.1 

13 ブロック外 日早-17-1 LJ:i核 チャート① I 17-6 3.7X3.7X1.8 26.3 
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を占め，第1醸群構成礁に小さい破片が多いことがわかる。石材別では，砂岩とアプライトで大半を占め

る。なお， ヒビや黒色付着物のあるものが多く，ほとんどは焼けていると思われる。また，接合後完形に

復元出来るものはない。

-24-



告会込 4と一

2 

宍と>

17-2 

5 

42 

領こ〉 。 (3/4) 5cm 

第17図第3文化層出土石器



第10表第1醸群構成喋属性表

N。 登録番号 石 材 長X幅X厚 (mm) 重量 (g) 遺存状況 ヒ ピ 黒色付着物

l 12M-35-1 ホルンフェルス① 4.7x2.2x1.6 12.5 1/4 

2 12M-35-2 砂岩① 2.9 X 2.8 X 1.5 12.9 1/4 。
3 12M-35-3 砂岩① 4.9 X 2.5 X 2.1 21.9 1/4 。
4 12M-35-4 砂岩⑦ 3.8 X 2.8 X 1.7 13.4 1/4 

5 12M-35-5 アプライト① 2.2 X 1.8 X 0.9 3.5 1/4 。
6 12M-35-6 砂岩① 3.5X3.5X2.7 31.7 1/4 。
7 12M-35-8 砂岩① 3.6X2.8x2.8 36.1 1/4 。
8 12M-35-9 アプライト① 2.3 X 1.6 X 1.0 3.4 1/4 。
9 12M-35-10 アプライト① 2.3 X 2.0 X 1.5 6.8 1/4 。
10 12M-35・11-1 アプライト① 3.0 X 2.5 X 1.7 13.2 1/4 。
11 12M -35-11-2 アプライト① 3.1 X 2.3 X 2.1 15.6 1/4 。
12 12M-35-12 凝灰岩② 4.3 X 3.5 X 2.1 41.0 1/3 。 。
13 12M-35-13 アプライト① 2.0 X 1.3 X 1.2 3.5 1/4 。
14 12M-35-14 砂岩⑤ 3.9x3.7X2.2 27.3 1/4 。 。
15 12M-35-16 砂岩② 6.5 X 4.6 X 2.6 75.8 1/2 。
16 12M-35-17 アプライト② 3.8 X 2.0 X 1.5 11.7 1/4 。 。
17 12M-35-18 砂岩⑦ 2.3X 1.9X 1.7 5.9 1/4 

18 12M-35-21 砂岩⑥ 3.7x3.0x2.0 23.7 1/4 。
19 12M-35-22 アプライト① 2.0 x 1.4 x 1.2 5.0 1/4 。
20 12M-35-23 アプライト① 2.9 x 2.5 x 2.1 14.6 1/4 。
21 12M-35-24 砂岩④ 2.6 x 3.9 x 2.4 40.6 1/4 。 。
22 12M-44-1 砂岩⑤ 3.7X2.9x2.3 32.7 1/4 。 。
23 12M-44-2 砂岩⑧ 4.0 x 2.6 x 1.6 14.1 1/4 。 。
24 12M-44-3 砂岩③ 4.8 x 4.4 X 2.5 51.2 1/4 。 。
25 12M-45-1 アプライト① 3.3 X 1.7 X 1.7 7.4 1/4 。
26 12M-45・2 アプライト② 4.4 X 2.4 X 1.5 16.8 1/4 。 。
27 12M-45-3 チャート① 5.6 X 3.9 X 2.8 51.2 1/2 。 。
28 12M-45-4 アプライト② 2.8 X 2.2 X 1.5 8.3 1/4 。 。
29 12M-45-5 凝灰岩① 4.7x3.2x2.4 29.4 1/4 。
30 12M-45-7 砂岩⑨ 4.1 x 2.1 x 1.1 9.2 1/4 。 。
31 12M-46-1 花筒岩① 2.1 x 1.2 x 1.0 2.6 1/4 。 。
32 12M-46-2 アプライト① 1.8 x 1.7 x 1.4 3.9 1/4 。

第11表第1楳群構成離母岩別一覧

母 岩 数 量 重 量 (g) 重量比(%)

砂 岩 ① 4 102.6 15.9 

砂 岩 ② 1 75.8 11.7 

砂 岩 ③ 1 51.2 7.9 

砂 岩 ④ 1 40.6 6.3 

砂 岩 ⑤ 2 60.0 9.3 

砂 岩 ⑥ 1 23.7 3. 7 

砂 岩 ⑦ 2 19.3 3.0 

砂 岩 ⑧ 1 14.1 2.2 

砂 岩 ⑨ 1 9.2 1.4 

ア プ 7 イ ト ① 10 76.9 11.9 

ア プ 7 イ 卜 ① 3 36.8 5.7 

凝 灰 岩 ① 1 29.4 4.5 

凝 灰 岩 ② l 41.0 6.3 

チ ヤ ト ① 1 51.2 7.9 

ホルンフェルス① 1 12.5 1.9 

花 闘 岩 ① l 2.6 0.4 

-e 計 32 646.9 100 

po 



4 第4文化層(遺物:第18図，図版13，第12・13表)

分布

C区とE区でE層中部より， 1点ず、つ石器が検出され，これを第4文化層とする。

器種

石器の組成は，ナイフ形石器と剥片が各1点である。

ナイフ形石器

第四の1は， 1側縁を除き，周囲に調整加工を施したナイフ形石器である。珪質頁岩を用い，打面は除

去されているが，先端部方向に用いている。主要剥離面基部への調整加工が目立つ。

剥片

第18の2は黒曜石を用いた剥片で，剥離面の交点付近を打点にして剥離されている。

石材

珪質頁岩と黒曜石各1点である。

第12表第4文化層石器組成表

母 岩

珪質頁岩①

黒曜石②

総 数

組成比(%) 

プロック

プロック外

プロック外

ナイフ形石器

1 

50 

登録番号

5トレー1

6D-95-2 

砕 片 総 数 組成比(%)

1 50 

l 1 50 

1 2 100 

50 100 

第13表第4文化層石器属性表

器種

ナイフ形石器

剥片

-27-
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5 第5文化層(遺構:第19図，図版9 遺物:第20-22図，図版14-16，第14-16表)

分布

5cm 

D区南端で検出された石器集中地点を第5文化層とし，さらに第3ブロックとする。分布は東西は8.0

mX南北は5.0mである。検出層位はE層上部で，緩斜面のためかレベル的には100cm程の幅をもって検出

された。礁は 1点伴出している。

器種

石器の組成は，尖頭器が3点，削片が2点，二次加工ある剥片が7点，剥片が44点，砕片が15点，石核

が1点，合計は 72点である。

尖頭器

第20図の 1・2・4は，珪質頁岩を用いた一方に肩をもっ尖頭器である。 1と2は周辺加工， 4は片面

加工の尖頭器ともいえる。また， 1と2は樋状剥離を有する尖頭器としても分類できる。いずれも主要剥

離面において，右側に打面を置いている。

二次加工ある剥片

第20図の6・8・10-12及び第21図は，珪質頁岩を用いた二次加工ある剥片である。いずれも側縁や剥
片端部に微細な剥離を加えている。第20図の6は，加工が縁辺のみであるが，削片の可能性も考えられる。

-28-



第14表第5文化層石器組成表

母 岩 尖頭器 削片 二次加工ある剥片 剥片 砕片 石核 総 数 組成比(%)

珪質頁岩① 1 13 3 17 23.6 

珪質頁岩② 2 4 2 8 11.1 

珪質頁岩③ 1 l 2 1 5 6.9 

珪質頁岩④ l 2 1 4 5.6 

珪質頁岩⑤ 1 1 1 3 4.2 

珪質頁岩⑥ l 1 2 2.8 

珪質頁岩⑦ 2 l 3 4.2 

珪質頁岩⑧ 3 2 5 6.9 

珪質頁岩⑨ l l 1.4 

珪質頁岩⑩ 1 1 1.4 

珪質頁岩⑪ 1 1 2 2.8 

珪質頁岩⑫ l 1 1.4 

珪質頁岩⑬ l l 1.4 

珪質頁岩⑭ 1 1 1.4 

珪質頁岩⑮ l 1 1.4 

珪質頁岩⑮ 1 1 1.4 

珪質頁岩⑪ l l 1.4 

珪質頁岩⑩ l 1 1.4 

珪質頁岩⑩ l 1 1.4 

頁 岩① l 1 1.4 

頁 岩② 3 3 4.2 

頁 岩③ 1 l 2 2.8 

チャート① l l 1.4 

チャート② l l 1.4 

チャート③ 1 1 1.4 

チャート④ 1 1 1.4 

安山岩① l 1 1.4 

凝灰岩① l 1 1.4 

石英岩① l l 1.4 

総 数 3 2 7 44 15 1 72 100 

組成比(%) 4.2 2.8 9.7 61.1 20.8 1.4 100 

削片

第20図の5と7は，樋状剥離を有する尖頭器の製作に関わる削片である。いずれも背面側は，ほとんど

が左側からの調整剥離で占められている。

剥片

剥片の形状はいずれも幅広であるが，打面は平坦なものと，調整されたものの二通りがある。

石核

第22図の 1は，珪質頁岩の石核である。全面に剥離痕があり，形状も石斧に似るが，不定形の剥片を周

囲から剥離したものと考える。
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第15表第5文化層石器属性表

No プロック 登録番号 器 種 石 材 挿図番号 長×幅×厚(皿) 重量 (g) 打角 (0) 

1 第3プロック 8H-87-2 剥片 珪質頁岩③ 2_3 x 1.6 x 0.4 0.6 95 
2 第3プロック 8H-87-3 石核 珪質頁岩⑩ 22-1 5.2 x 11.2 x3.8 138.0 
3 第3プロック 8H-87-4 剥片 珪質頁岩⑬ 21-2 2.0x2.7x0.4 0.9 140 
4 第3プロック 8H-87-5 剥片 珪質頁岩① 1.3 x 1.2 x 0.2 0.1 
5 第3プロック 8H-87-6 尖頭器 珪質頁岩⑫ 20-4 4.0x2.2xO.9 6.5 
6 第3プロック 8H-87-7 剥片 珪質頁岩⑥ 1.1 x 2.2 x 0.2 0.4 
7 第3プロック 8H-87-8 砕片 珪質頁岩⑦ 1.7 x (1.2) x 0.2 0.1 
8 第3プロック 8H-87-9 砕片 チャート② 1.2 XO.7 XO.4 0.3 
9 第3プロック 8H-87-10 剥片 頁岩① 2.0 x 1.1 x 0.6 0.5 130 
10 第3プロック 8H-87-11 剥片 珪質頁岩① (1.0) x (2.0) x 0.6 0.6 
11 第3プロック 8H-87-12 事j片 珪質頁岩① (1.0) x 1.3 x 0.2 0.2 
12 第3プロック 8H-87-13 二次加工ある剥片 珪質頁岩② 20-3 (1. 7) x (1.5) x 0.6 1.0 
13 第3プロック 8H司87-14 砕片 珪質頁岩① 0.6xO.7xO.l 0.1 
14 第3プロック 8H-87-15 砕片 頁岩③ (0.7) x (1.0) x (0.2) 0.1 
15 第3プロック 8H-87-16 砕片 珪質頁岩⑪ (1.1) x (1.4) x (0.2) 0.2 
16 第3プロック 8H-87-17 剥片 珪質頁岩① 1.5 x 1.5 x 0.2 0.3 
17 第3プロック 8H-87-18 剥片 珪質頁岩① 2.1 x 2.1 x 1.8 0.5 115 
18 第3プロック 8H-87-19 砕片 珪質頁岩② 1.0 x 0.8 x 0.2 0.1 
19 第3プロック 8H-87-20 剥片 珪質頁岩① 1.8 x 2.4 x 0.3 0.9 105 
20 第3プロック 8H-87-21 剥片 凝灰岩① 3.4x2.1xO.9 5.1 95 
21 第3プロック 8H-87-22 尖頭器 珪質頁岩① 20-2 3.4x1.7xO.7 2.6 
22 第3プロック 8H-87-23 二次加工ある剥片 珪質頁岩⑬ 20-11 2.3 x 1.8 x 0.5 1.6 105 
23 第3プロック 8H-87-24 砕片 珪質頁岩① 0.9 x 0.9 x 0.2 0.1 
24 第3プロック 8H-87・25 剥片 安山岩① 21-6 4.0 x 4.3 x 1.2 14.1 100 
25 第3プロック 8H-87・26 剥片 チャート③ 1.3x1.6xO.7 0.9 
26 第3プロック 8H-87-27 剥片 チャート① 21-5 4.4 x 5.1 x 1.1 20.2 115 
27 第3プロック 8H・87・28 砕片 チャート④ 0.5 x 0.8 x 0.1 0.1 
28 第3プロック 8H-87-29 砕片 石英岩① 1.4 x 1.5 x 0.6 1.2 
29 第3プロック 8H-88-1 二次加工ある剥片 珪質頁岩④ 21-1 3.6 x 2.0 x 1.0 6.3 105 
30 第3プロック 8H-88-2 剥片 頁岩③ (2.4) x (1.0) x (0.2) 0.5 
31 第3プロック 8H-88-3 剥片 珪質頁岩⑮ 2.2x2.2xO.7 1.8 95 
32 第3プロック 8H-88-4 二次加工ある剥片 珪質頁岩④ 20-6 (2.4) x 0.5 x 0.2 0.2 
33 第3プロック 8H-88・5 二次加工ある剥片 珪質頁岩③ 20-8 4.6 x 1.8 x 0.5 3.7 120 
34 第3プロック 8H-88-6 砕片 珪質頁岩⑧ 0.8 x 1.1 x 0.3 0.2 
35 第3プロック 8H-88-7 剥片 珪質頁岩① 0.9 x 1.1 x 0.2 0.1 
36 第3プロック 8H-88-8 砕片 珪質頁岩② 1.1 xO.7xO.l 0.1 
37 第3プロック 8H-88-9 剥片 珪質頁岩② 21-4 1.5 x 1.6 x 0.5 1.0 95 
38 第3プロック 8H-88-10 砕片 珪質頁岩⑧ 0.7xO.5x0.1 0.1 
39 第3プロック 8H-88-11 剥片 珪質頁岩⑨ (1.9) x 1.2 x 0.3 0.4 
40 第3プロック 8H-88-12 二次加工ある剥片 珪質頁岩⑤ 20-12 2.0 x (2.7) x 0.5 1.5 
41 第3プロック 8H-88-13 剥片 珪質頁岩② (1.2) x 1.4 x 0.2 0.3 
42 第3プロック 8H-88-14 砕片 珪質頁岩① 0.8 x 0.4 x 0.2 0.1 
43 第3プロック 8H-88-15 砕片 珪質頁岩⑥ 0.4 x 0.3 x 0.1 0.1 
44 第3プロック 8H-88-16 剥片 珪質頁岩① (1.1) x 1.1 x 0.1 0.1 
45 第3プロック 8H-88-17 尖頭器 珪質頁岩⑤ 20-1 3.0 x 1.6 x 0.6 2.9 
46 第3プロ yク 8H-88・18 削片 珪質頁岩④ 20-5 (2.4) x (1.2) x 0.4 1.0 
47 第3プロック 8H-88-19 剥片 珪質頁岩① 1.2 x 1.1 x 0.2 0.3 
48 第3プロック 8H-88-20 剥片 珪質頁岩⑧ (0.5) x (2.1) x 0.5 0.4 
49 第3プロック 8H-88-21 剥片 珪質頁岩③ (1.9) xO.7x0.4 0.4 
50 第3プロック 8H-88-22 砕片 珪質頁岩③ 0.7xO.5x0.1 0.1 
51 第3プロック 8H-88-24 剥片 珪質頁岩⑦ (0.5) x (2.7) x (0.3) 0.5 
52 第3ブロック 8H-88-25 剥片 珪質頁岩① 1.8 x 1.3 x 0.2 0.2 
53 第3プロック 8H-88-26 剥片 珪質頁岩⑧ (1.4) x 0.9 x 0.1 0.1 
54 第3プロック 8H-88-27 剥片 珪質頁岩⑫ 1.0 x 0.6 x 0.1 0.1 
55 第3プロック 8H-88-28 剥片 珪質頁岩⑦ 1.7 x 0.9 x 0.3 0.2 
56 第3プロック 8H-88・29 事l片 瑳質頁岩① (2.5) x 1.2 x 0.3 0.5 
57 第3プロァク 8H-88-30 事j片 頁岩② 1.9 X 1.6 X 0.2 0.3 
58 第3プロック 8H-88-31 剥片 珪質頁岩④ 2.5 X 1.5 XO.7 1.3 115 
59 第3プロック 8H-88-32 剥片 珪質頁岩② 1.2 X 1.2 X 0.4 0.4 90 
60 第3プロック 8H-97-2 剥片 頁岩② 1.1 X 1.2 X 0.2 0.2 
61 第3プロック 8H-97-3 二次加工ある剥片 珪質頁岩② 20-10 2.1 X 2.2 X 0.8 1.9 110 
62 第3ブロック 8H-97-4 剥片 頁岩② 1.8 X 2.0 X 0.3 0.8 
63 第3プロック 8H-97-5 剥片 珪質頁岩⑤ (2.0) X 1.4 X 0.2 0.7 
64 第3プロック 8H-97-6 剥片 珪質頁岩⑧ 1.2 X 1.6 X 0.3 0.5 
65 第3プロック 8H-87-8 剥片 珪質頁岩⑬ 1.2x2.7xO.6 1.3 
66 第3プロック 8H-98-2 削片 珪質頁岩③ 20-7 3.9 X 1.5 xO.7 2.9 
67 第3プロック 8H-98-3 剥片 珪質頁岩⑪ 1.5 x 1.6 x 0.5 0.8 120 
68 第3プロック 8H-98-4 剥片 珪質頁岩⑩ 21-3 1.8 x 1.9 x 0.4 1.1 130 
69 第3プロック 8H-98-7 剥片 珪質頁岩② 1.5 x 1.1 x 0.2 0.4 120 
70 第3プロック 8H-98-8 剥片 珪質頁岩① 1.4 x 0.9 x 0.3 0.4 120 
71 第3プロック 8H-98-9 剥片 珪質頁岩① (1.0) x (1.2) x 0.2 0.3 
72 第3プロック 8H-98-10 剥片 珪質頁岩⑮ 20-9 2.0 x 2.4 x 0.3 0.9 140 
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第 5文化層出土石器(3 ) 第22図

黒色付着物

第5文化層離属性表

登録番

8H-88・23

重

34 

量 (g)

1.0 

第16表

長×幅×厚 (mm)

1.4xO.8xO.7 

材石

チャート①

号



第2節縄文時代

縄文時代の遺構は， J区で土坑が 1基検出されたのみである。遺物もC区から縄文土器がまとまって出

土した他は少量である。

1 遺構・遺物

003 (遺構:第26図，図版7)

遺構

J区で検出された土坑である。長径は1.5mX短径は0.8mで，深さは0.2mである。旧石器の確認調査中

に検出されたもので，実際はもっと深さがあった可能性がある。遺物の出土はない。

遺物(遺物:第23・24図，図版18・19)

縄文土器

縄文土器はC区からまとまって出土した。第23図の 1-33は前期の黒浜式土器である。 1• 3・5-21 

は，単節斜縄文をもっ胴部の破片で、あり， 4は底部で，外面にも縄文を施している。 2は縦位に単節縄文

をもっ口縁部である。 22-23は，無節の縄文をもっ胴部の破片である。 34-37は，前期の諸磯式土器であ

る。 34は円形竹管， 35は原体の押捺， 36は細し、縄文， 37は結節沈線文をもっ。 38は胎土に多量の金雲母を

含む中期の阿玉台式土器である。 39-45は中期の加曽利E式土器である。 40-42は，単節斜縄文を持ち，

39・44・45は，単節斜縄文に 2本の沈線が垂下する。 43は渦巻文の隆帯の貼り付けがみられる。 47は後期

の加首利B式土器である。縄文の上に条線を施文している。 46は加曽利E期の土製円盤である。

石器

縄文時代の石器の出土も少なし、。

第24図の 1は， D区から検出された石英斑岩を用いたハンマーストーンである。先端部から側縁にかけ

て敵打痕がみられる。 2は， E区から検出された黒曜石を用いた石匙である。先端部を欠損し，基部の周

囲と側面に調整加工を施しており，縦形石匙の未製品と考えられる。 3は， c区から検出された黒曜石を
用いた石鎌である。基部両端の返し部分を欠損している。

第3節平安時代

D区南端において，今回の調査で唯一の竪穴住居跡が検出された。いわゆる「離れ国分」といわれるも

のになるかと思われる。

1 遺構・遺物

005 (遺構:第25図，図版3 造物:第35図，図版20)

遺構

D区南端において，単独で検出された竪穴住居跡である。一辺約3.2mと小形で，確認面からの深さは

約40cmである。壁溝及び柱穴はない。煙道部の張り出しは少なし'0

出土遺物

遺物としては，カマド前の床面から第35図の 9の土製支脚が l点出土したのみである。下半部を欠損し，

上部にはススが付着している。表面はへラケズリで仕上げている。
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AA3 

仁三三〉
。 (3/4) 5cm 

第24図縄文時代遺物(2 ) 

第4節中近世

中近世の遺構は，道路状遺構が2条，溝状遺構が9条，土坑が1基検出された。また，遺物は，陶器，

土器，板碑，宝憧印塔，銭貨等が出土した。

1 遺構・遺物

001 (遺構:第26図，図版3)
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遺構

J区西側の境界付近から検出された溝状遺構である。一部が境界にかかるため，規模・形態は明確にし

えないが，幅約3.0m，深さ約1.1mと規模がやや大きいため，野馬堀の可能性が考えられる。遺物の出土

はない。

002 (遺構:第26図)

遺構

J区のトレンチで検出した溝状遺構である。確認面からの掘り込みは浅いが，溝内にピットを持ち，柵

列等の存在が推定される。遺物の出土はない。

004 (遺構:第27-30図，図版4・5 遺物:第35図，図版20)

遺構

F区と E区で検出された道路状遺構である。覆土には数枚の硬化面が確認され，部分的にピット群も検

出された。また，部分的ではあるが底部西側の隅に側溝と思われる溝を検出した。道路状遺構の幅は確認

面で3.6m-4.4m，底面は2.0m-2.4m，深さは0.6m-0.7mである。

出土遺物

覆土から若干の陶器が出土した。第35図の 3は，渥美産の壷か聾の胴部片。胎土中に砂離は含まないが，

全体にざらざらしてかなり砂っぽい。外面は一面に自然軸が付着。内面は粘土紐の接合痕が残る。 4は，

常滑産の壷か聾の胴部片。表面は褐色に発色。内面にはごま振り状に緑色の自然軸が付着。断面には縞状

になって粘土をこねた痕跡がみられる。砂礁は含まない。 6は，渥美産の壷か聾の胴部片。全体にざらざ

らして砂っぽし、。砂礁を含む。 8は，常滑産の査か聾の破片。

006 (遺構:第31図，図版3)

遺構

C区で検出された溝状遺構である。遺物の出土はなし1。確認面で幅は1.0m-1.6m，深さは0.4m-0.8

mで北側ほど深い。

007 (遺構:第32-34図，図版6 遺物:第36図，図版21)

遺構

A区で検出された溝状遺構である。確認面で幅は1.4m-2.0m，深さは0.1m-0.6mで南側ほど深い。

出土遺物

覆土から石塔と銭貨が出土している。第35図の10は，宝僅印塔の隅飾突起の破片である。安山岩製で少

し反る。 36図の 1は，開元通賓である。鋳造地は唐，初鋳年は621年，外縁外径24.40mmx 24.39mm，外縁

内径19.43mmx 19.43mm，孔幅6.69mmx 6.57mm，外縁厚0.95mmx 1. 13mm，重量2.3g，背面が非常に平滑であ

る。 3は，元祐通賓である。鋳造地は北宋，初鋳年は1086年，外縁外径23.72mm x 24.04mm，外縁内径19.81

mm X 19.41mm，孔幅6.64mmx 6.94mm，外縁厚1.24mmx 1.36mm，重量2.3g 0 4は，紹聖元賓である。鋳造地は

北宋，初鋳年は1094年，外縁外径23.14mmx 23.20mm，外縁内径17.59mm x 18.4 7mm，孔幅6.25mmx6.71mm，外

縁厚1.38mmx 1. 55mm，重量2.0g。
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008 (遺構:第33図，図版6 遺物:第35・36図，図版20・21)

遺構

A区で検出された道路状遺構である。確認面で幅は1.6m-3.6m，深さは0.4m-0.6mである。覆土中

に硬化面が数枚確認できる。

出土遺物

覆土から若干の陶器，石塔，銭貨等が出土している。第35図の 1と2は，在地産の倍熔の体部破片。内

外面ともに横ナデ痕がはっきり残る。外面の口縁から1.3mmほど下部には，粘土組の接合痕が残る。おそ

らく，残存している体部直下から平底の底部になると考えられる。胎土には大きな砂粒を含まな~\。表面

は木炭が染みこんでおり，瓦質である。 5は，常滑産の壷か聾の肩部破片。外面は褐色でごま振り状に緑

色の自然軸が付着。内面は黒色に近い。胎士には直径 1mm-2 mm大の砂醸を含む。 11は，緑泥片岩製の板

碑の破片と思われる。第36図の 2は，元豊通費である。鋳造地は北宋，初鋳年は1078年，外縁外径23.57

mm X 23.24mm，外縁内径17.93mmx 18.04mm，孔幅6.16mmx 6.52mm，外縁厚1.05mmx 1.21mm，重量2.0g。
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009 (遺構:第33図，図版6)

遺構

。 (1/80) 4m 

8m 

第30図 004(4) 

A区で検出された長大な土坑である。長さ9.6m，確認面で幅1.8m-2.8m，深さ2.1mの規模をもっ。

010 (遺構:第31図)

遺構

C区で検出された溝状遺構である。確認面で幅は0.5mである。遺物の出土はない

011 (遺構:第31図)

遺構

C区で検出された溝状遺構である。確認面で、幅は0.3m-1.2mである。遺物の出土はない。

012 (遺構:第31図)

遺構

C区で検出された溝状遺構である。確認面で幅は0.4m-0.6mである。遺物の出土はない。

013 (遺構:第34図)

遺構

A区で検出された溝状遺構。 007溝状遺構と並行して走る。確認面で幅は0.5m-1.0mで浅い。遺物の

出土はない。
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014 (遺構:第23図)

遺構

。

第36図中近世遺物(2 ) 

(1/1) 5cm 

A区で検出された溝状遺構である。確認面で幅は1.0m-1.2m，深さは0.2mである。遺物の出土はなし、。

その他の遺構出土遺物

第35図の7は， c区から検出された陶器である。常滑産の壷か聾の肩部破片。内外面とも表面は褐色で，
緑色の自然軸が付着。胎土中には直径5mmを超える砂擦を含む。
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第3章まとめ

第1節旧石器時代

光ヶ丘遺跡の第2次調査で検出された旧石器時代石器群は，第37図のように 5枚の文化層にわたり，総

計174点を数える。ナイフ形石器は第4文化層で 1点検出されただけであるが，第 l文化層~第4文化層

はナイフ形石器群に所属する石器群と捉えられ，第5文化層は尖頭器石器群と分類できる。第1次調査に

おいて検出された石器のうち下部出土の石器は，今回の第l文化層，上部出土の石器は第3文化層に相当

する可能性がある。ここでは，ある程度まとまった石器群といえる第5文化層の石器群について，近隣の

石器群と比較をしてみることにする。

第5文化層の石器群は，珪質頁岩を主体に用いて，一方に肩をもつあるいは樋状剥離を有する尖頭器石

器群と捉えられる。このような石器群を近隣にあたれば，流山市上員塚員塚検出の第1ブロックの尖頭器

石器群(1)を上げることができる。上貝塚貝塚石器群の検出層位は， m層中位付近にあり，石材は頁岩とチャー

トを主体として，醸群を伴出する。樋状剥離を有する尖頭器は， 10点中9点に上る。このような上貝塚貝

塚の石器群と光ヶ丘第5文化層の石器群を比べると，層位的には上貝塚が少し古いと思われる。また，樋

状剥離を有する尖頭器の形状は，最大幅が上員塚は中位にあるが，光ヶ丘はより先端部方向にあり，先端

部の角度も上員塚の方が鋭角である。

これらの違いは，樋状剥離を有する尖頭器石器群の時間的変遷，空間的分布の中で検討されねばならな

いが，結論だけを述べれば，本遺跡の石器群の方が後出で，下総的な様相を呈していると考えられる。ま

た後期旧石器時代の石器群の変遷の中でみれば，いずれの石器群も，ナイフ形石器を伴わないで尖頭器

石器群を主体とする石器群が増加する段階と捉えられる。

第2節中近世

光ヶ丘遺跡の第2次調査では，中近世に所属すると思われる遺構は，道路状遺構が2条，溝状遺構が9

条，土坑が1基検出された。また，遺物としても，常滑あるいは渥美産の壷または聾の破片をはじめ宝僅

印塔，板碑，銭貨等が出土した。このことは， この地域が交通路あるいは墓地的なものとして利用されて

いたことを表しており，これを裏付けるような資料として，現在も光ヶ丘団地内に 2基の塚が保存されて

いるが(第38図)(ヘ以前はもっと多くの塚があったと伝えられている(第5図)。なお，県道白井・流山

線の工事では光ヶ丘団地付近で多量の板碑が出土したといわれている。また，柏市による光ヶ丘団地内の

野馬堀の調査では，堀というよりも道路状遺構が検出されておりへこの遺構と今回調査した008道路状

遺構は同じ遺構の可能性が強いと思われる。

奈良時代には，下総の国府と常陸の国府を結ぶ東海道がこの近くを通っており，中世以降も形が変わっ

たとしても道路網が存在したと考えられる。今後はこのような道路状遺構の調査例が増加することが予想

され，人の動きゃ物資の流れがこれまで以上に具体的に捉えられるものと思われる。

注1 落合章雄ほか1996~主要地方道松戸野田線埋蔵文化財調査報告書』財団法人千葉県文化財センター調査報告第
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276集

2 中原幹彦ほか1992~光ヶE塚群 1 号塚・ 2 号塚測量調査報告書』相市教育委員会

3 井上文男1994~光ヶ丘768-5地先野馬堀』柏市教育委員会
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F区調査前

J区調査前

F区建物解体状況
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第1ブロックと土層断面

H区土層断面
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